
（別紙３）

～ 令和8年1月31日

（対象者数） 6 （回答者数） 4

～ 令和8年1月31日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

保護者と保育園や他の事業所での様子をお

聞きし、利用者を取り囲んでる環境に合わ

せたより良い支援が行えるようにする。

2

課題を設定し、自立活動等に反映している

が保護者への様子を伝える際に取り組んだ

最初のみになることが多い為、スムーズに

行えるようになった様子も動画等で伝える

ようにする。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

スタッフが固定されないようにしながら細

かい支援内容にも目を向け、より統一した

支援を行っていく。

2

3

○事業所名 特定非営利活動法人　陽だまり　ライフサポートセンターこくぶ

○保護者評価実施期間 令和7年12月15日

○保護者評価有効回答数

令和7年12月15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年2月10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

人数配置は適切であるも支援に差が出てい

る。

建物が分かれたこともあり、スタッフの固

定化になった、ミーティングで情報共有を

行っているが細かい支援の差が出ている。

ひとり一人に合わせた環境設定、シナリオ

（一日の流れ）を基に日々の支援を行って

いる。

保護者様から今現在の興味関心が高い物や

日頃の様子を聞き、支援の中にも取り入れ

ながら支援を行っている。

ニーズ表や日々の保護者とのやりとりの中

で本人に合わせたニーズを拾い本人の成長

にあった個別支援計画の作成が出来てい

る。

ニーズ表や連絡帳で困り感等があった時に

は話をする場を設け、アセスメントを行い

結果に基づいた支援、課題を設定してい

る。

事業所における自己評価総括表公表


